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ド州ボルダーの商務省のCENTRAL RADIO PROPAGATION LABORATORIES（今のNOAA）の超



















鹿島神宮近くの電波研究所鹿島支所の 30 メートルのパラボラアンテナで始めていた。 
 然し、この静止衛星経由の米国からの最初の TV 受信映像は、不幸にしてケネディ大統領暗殺の
映像だった。私はこの白黒の TV 画像を北白川田中樋ノ口町の下宿の TV で初めて見た。この頃米
国では、黒人の公民権運動が進んでおり、JOHN F.ケネディ大統領の暗殺、及び 1968 年 6 月 5 日夜
の同氏弟のROBERT F. ケネディ司法長官（上院議員）の暗殺と、不幸な事件が続いた。 
私は 1967 年に、米国ワシントンD. C.にある国立科学アカデミーのNAS-NRC 客員研究員プログ
ラムに応募して、米国メリーランド州グリーンベルトの NASA の GODDARD SPACE FLIGHT 
CENTER のRESIDENT RESEARCH ASSOCIATE として採用された。 
私と家内は、1968 年 4 月 3 日夕方に羽田空港の赤い絨毯を踏んで、私の両親、二人の兄と東京の
親戚、家内の両親や親戚の人々、電波研究所の宇宙空間研究室長、友人等に送られて、羽田空港の
送迎室へ入った。然し，ベトナム戦争の為に飛行機の到着が遅れ、1968 年 4 月 4 日未明に、16 人乗
りのDC-8 はやっと羽田空港を離陸して、4 月 4 日昼にホノルル空港に着陸した。    
ホノルルのREEF- HOTEL で一泊して、ワイキキの濱で海水浴をして、その日の夕方に、サンフ
ランシスコ空港に着陸した。サンフランシスコで更に一泊して、ワシントンD.C.の西郊外のダレス
空港に無事着陸した。当時、NASA GODDARD SPACE FLIGHT CENTER のRESERCH ASSOCIATE 
だった宇宙空間研究室の先輩の羽倉幸雄さんに出迎えて貰った。 
私は、NASA のゴダード宇宙飛行センターでは、SPACE SCIENCE LABORATORY の FIELD AND 
PARTICLE BRANCH に所属して、OGO 衛星が観測した磁気嵐急始（SC）振幅の磁気圏分布を解析
研究した。 








ダーの NOAA の超高層観測所の松下先生とお会いした。私の車でワシントン D.C.から、ポトマッ
ク川下流のマウントバーノンの初代ワシントン大統領の別荘へドライブした。その時、松下先生は、















民の日常生活は、敗戦国の我々の生活より貧しいものだった。    
勿論、1989 年にはドイツは、未だに東西に分割されており、ベルリン中心部の南北方向のブラン
デンブルグ大通りに直交して、東西ドイツの境界のベルリンの壁が、東西方向に厳然とあり、この








































された。また 1961 年 10 月に左京区岡崎の国際会館で、IGY-IGC の国際会議が開催され、前田 坦 先
生の指導の下に、この国際会議に向けて、京都の暑い夏に、太陽フレア、太陽爆発と、電離層急始
擾乱（SID）現象、電離層嵐、磁気嵐急始（SC)、地磁気急始（SI)、磁気嵐、地磁気湾型変化との関





「SOLAR-TERRESTRIAL RELATIONSHIP DURING THE IGY AND IGC」の論文を発表され、会議出
席者から賞賛された。 











私は平磯電波観測所に 4 年 6.ケ月間勤務し、短波電波の高緯度伝搬擾乱への、磁気圏の数
keV~10keV エネルギーの降下電子による電離層電離と、その電波吸収への影響、低磁気緯度ホイス
ラの観測とその特性を研究した。北極点付近の RESOLUTE-BAY からの 10MHz 電波の強度と、到
来方位の連続受信同時データは、磁気圏降下電子による極光帯電離層の吸収領域を避けて、この
10MHz 電波が平磯へ到来することを示していた。平磯では，電波伝搬警報の発令が毎朝あつた。 
1967 年 4 月に国分寺の電波観測室に移り、その年の 6 月の機構改革により、電波部宇宙空間研究
室に所属した。カナダと米国が打ち上げた ISIS（国際電離層研究衛星）が観測したVLF ヒスDATA
の受信を鹿島支所で始めた。また、この広帯域のVLF ヒス波（500Hz – 30 KHz）は、超音速衝撃波
が超音速の飛行機の前面に発生する様に、この広帯域の VLF ヒス電波は、磁気圏の電子流と VLF
電波との相互作用から発生する,広帯域のCERENKOV 放射である事を研究した。 
1995 年以来、M＞6.5 の大地震の前兆現象を研究した。日本列島の太平洋岸の下に海底プレート
が沈み込み、陸側の表層岩盤がそれに引き摺り込まれ、その反発として陸側の岩盤が跳ね上がり，
地震が起こると言われている。この様な現象についても、更に詳細な観測検討が必要であろう。 
地球の地殻に多い火成岩の花崗岩には、ラジウム、ラドン（RN-222）が多く含まれている。地殻
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から放出されたラドンは、大気中へ逃散する。このラドンは化学的に不活性だが水に溶けて、その
濃度は周りの温度に反比例する。岩の破砕が進むと地下水中の岩の粒が小さくなり、岩の粒と周り
の水との接蝕面積が大きくなるので、より多くのラドン原子が地下水中に放出されて、ラドン濃度
が急激に増加する。私は最近、地下水中のラドン濃度の、大地震開始の約１週間前からの急減少と、
その直後の地震開始前のラドン濃度の急増加が、大地震の開始と関係していることを解明した。 
この様に、私の研究生活は、学生時代とその後の生活に於いても、有意義で楽しい日々でした。 
